
国道３４９号梁川バイパス開通式

緑豊かな地域を貫く梁川バイパス

９月２３日（金）国道３４９号の梁川バイパス開通式が行われました。
国道３４９号は、「福島県総合計画」及び「第２期福島県復興計画」の中で整備を推進する地域連携

道路に位置付けられている重要な路線です。梁川バイパスは本県の復興を支援するとともに、伊達市梁
川町中心市街地の交通の混雑の解消、緊急輸送路の機能強化及び工業団地へのアクセス強化を目的に整
備されました。

全延長Ｌ＝２．７５ｋｍ（Ｈ１６年迄にＬ＝１．４３ｋｍ供用済、Ｒ４年Ｌ＝１．３２ｋｍ完了）
事業期間 昭和６０年～令和４年

井出副知事より橋名板の文字を書いていただいた梁川中学校の皆さんへ、橋名板レプリカを贈呈。
「梁川中学校の皆さん、ありがとうございました。」

橋名板揮毫者(きごうしゃ)へ記念品贈呈
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前列左より亀岡衆議院議員、梁川中・鈴木さん、
須田伊達市長、井出副知事、梁川中・田中さん、
金子衆議院議員、宮川県議会土木委員会委員長

地域の方と施工業者より一言
（地域の方）
梁川バイパス開通、おめでとうございます。
待ちに待ったバイパス開通のお陰で、朝晩の通勤時間が劇的に短縮されました。

便利になって大変助かってます。（やながわ工業団地内の会社員 岡崎 義人 様）

（施工業者）

この度、全線開通を迎えた国道３４９号梁川バイパスは梁川町中心部の混雑解消・物流
の活性化が図られ、地域の発展につながる重要な道路になると思う。この工事に携われた
事を誇りに、今後も仕事を勤めていきます。（多田建設(株)監理技術者 佐藤 力也 様）

開通式テープカットと梁川交響吹奏楽団による演奏

「ｵｰﾒﾝｽﾞ･ｵﾌﾞ･ﾗﾌﾞ」、「昴(すばる)」、「ｷ･ｾ･ｷ」を
奏でる梁川交響吹奏楽団の皆さん
「素晴らしい演奏を、ありがとうございました。」

橋長Ｌ＝３２０．１ｍの広瀬大橋を渡り初めする開通式参加者

渡り初め


